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有効設置外径：

外径： （有効直径＋ mm× ）

溶接内径： 有効直径 mm×

有効直径： （呼び名直径

シーム溶接

寸法図

図３ 寸法説明図

写真６ 超薄板ジャッキ ［ ］ のラインアップ （ 、除：φ1100）

表 １ 寸法表

写真７ シーム溶接部断面
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超薄板ジャッキの直径寸法
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概 要

■対象工事
・アンダーピニング工事における荷重の受け替え時に
使用できます。

・免震装置の取替工事を主要な用途としますが、超薄板
ジャッキ内に充填する材料を水・油等とすることで、
仮設工事（仮受工事）での利用も可能です。

適用範囲

図.１ アンダーピニング工事の例

写真１ 設置状況

既設地下構造物

新設地下構造物

超薄板ジャッキ

既設建築物
傾斜復旧

超薄板ジャッキ

油圧ジャッキ

すべり支承

免震ゴム

超薄板ジャッキ

免震装置の取替工事

免震建築物

利用例２
既設建築物の傾斜復旧の荷重受替え時

利用例３
免震装置の取替え工事時

利用例１
新設地下構造物の荷重の受替え時

シートジャッキ

積層ゴム支承

超薄板ジャッキ［ シートジャッキ］は、アンダーピニング工事において、
既設建物に影響を与えないように、直接的または間接的に荷重を受け替える際に使用
するジャッキです。

■ジャッキの特徴
・超薄板ジャッキは、板厚 または の 冷間圧延鋼板を 枚重ね合わ
せて、外周部の端部をシーム溶接して袋状にしたものです。

■既存建物等の荷重受け替え工事
・柱や梁等の僅かな隙間（ 以下）に、本ジャッキを挿入設置して、内部にモルタル
グラウトを所定の圧力にて圧入することで、建物の鉛直荷重の保持が可能となります。
（仮設利用の場合は、水・油等を使用します。）

■既存免震建物の免震部材 積層ゴム支承等 の交換工事・免震レトロフィット工事
・既存の柱や梁に設置した油圧ジャッキ等で鉛直荷重を一旦仮受して、既存免震部材を
抜き取り、新しい免震部材と交換する時に、本ジャッキを免震部材と一緒に挿入し、
免震部材の面圧と等価となるようにモルタルグラウトを圧入することで軸力の確実な
受け替えが可能となります。
これにより、交換工事中に必要な油圧ジャッキによる高さ調整等の回数やジャッキ
アップ量の少ない取替交換工事が可能となります。

（含：免震レトロフィット工事）

試験データ

■諸元・性能

・超薄板ジャッキ［ シートジャッキ ］

板厚： 、

材質：冷間圧延鋼板

形状：φ600mm～φ1200mm、作成上は 刻み。

・対応免震装置：直径φ1200mmまで対応。

・無収縮モルタルグラウト材：ピタシール Ｈ 用）
・モルタルグラウトの充填圧力： ～

※免震部材取替時は、積層ゴムの設計面圧を基本。

・モルタルグラウト充填後、 時間荷重を保持。

・モルタル圧縮強度：モルタルグウラト充填圧力以上（材齢１日）

条 件

写真 鉛直荷重
保持試験状況

施 工 例

図.２ 鉛直荷重保持試験結果（24時間）

■モルタルグラウト加圧充填後の鉛直荷重保持試験結果

写真４ 超薄板ジャッキの
モルタルグラウト
加圧充填状況

写真３ 試験状況（積層ゴム）

■免震装置の取替え工事の例

写真.５ 超薄板ジャッキの挿入設置状況

※最大鉛直変位量（縮み量） ＜目標： 以下
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